


























































































































































4.肥満症とは？        �
      "肥満と肥満症は違います！"  "悪い肥満は病気を起こしやすい肥満です"   "悪い肥満を簡単に見分ける方法は？"
図2.肥満と肥満症の違い�
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滋賀医科大学附属病院TOPICSは、患者さんに役立つ保健医療情報の提供を目的として発刊されています。�
¡患者さん本位の医療を実践します。�
¡信頼・安心・満足を与える病院を目指します。�
¡あたたかい心で最先端の医療を提供します。�
¡地域に密着した大学病院を目指します。�
¡世界に通用する医療人を育成します。�
¡健全な病院経営を目指します。�
滋賀医科大学医学部附属病院では  よりよい医療の実践に向けて-
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7.肥満症の治療ー何に気をつけたら良いのでしょうか？�
6.肥満症の診療とは？�
1.悪い肥満をもっているヒトは"万
病"のもとになるとの認識が必
要です。�
2.ストレスと食事習慣、日常生活
のなかの食事、運動に関する自
己点検　（表１）�
3.根拠のない誇大宣伝をしてい
る健康食品は多くの場合効果
は有りません。�
4.空腹感が異常に強いときは太
る前兆です。�
5.歩いた効果は数日持続します（歩
きだめは可能）。�
6.美しく痩せることは可能です。
良質の蛋白を十分摂取し、飽和
脂肪は極力控え、エネルギー摂 
取量を少なくし、野菜をしっか
り食べ、適度の運動を持続する
ことがポイントです。�
7.食欲抑制薬（サノレックス）も使
えます。�
8.超低エネルギー食をしますと高
度肥満者でも平均１週間で
1-2kg減量は可能です。�
9.最近高度肥満者に内視鏡的外
科療法が海外で積極的に行わ
れて、大変話題になっています。
滋賀医科大学でも高度先進医
療として検討しています。更に
詳しく内容をお知りになりたい
方は、どなたでも気軽に第三内
科外来を受診しご相談下さい。�
�
表2に横井也有の養生訓を示しました。す
でに江戸時代から生活習慣と健康の考え
が極めて現代的に認識されていたことは、
大いなる驚きです。�
長寿の秘訣�
横井也有の健康十訓�
（1702～1782）�
1.少肉多菜�
2.少塩多酢�
3.少糖多果�
4.少食多　�
5.少衣多浴�
�
6.少車多歩�
7.少煩多眠�
8.少念多笑�
9.少言多行�
10.少欲多施�
1. 悪い肥満を診断、自己評価しましょう。�
体重、身長から肥満指数 (BMI)を計算して下さい。�
次に上半身肥満の判断のために臍周囲径を計測して下さい。�
第三内科を受診しますと内臓にたまっている脂肪も測定できます。��
2. 血圧は高くないですか？�
高血圧は収縮期血圧140㎜Hg以上か、拡張期血圧90㎜Hg
以上で判断下さい。�
糖尿病は有りませんか？�
空腹時血糖値126㎎/dl以上または、HbA1c 6.5%以上か
75g糖負荷試験で判断します。�
悪玉コレステロール、中性脂肪が増加していませんか？�
善玉コレステロールHDL-Cが低下していませんか？�
総コレステロール240㎎/dl以上�
（これまでは220mg/dl以上でしたが変更される予定です）�
LDL-C160㎎/dl以上�
中性脂肪150㎎/dl以上　　で異常値と判断して下さい。�
HDL-Cが40㎎/dl未満 �
尿酸値は上昇していませんか？�
喫煙は？�
親族の中に心臓病や脳卒中をもつヒトがいませんか？��
3.上記危険因子をたくさんもっているヒトは、心臓検診、
脳ドッグなどの受診を勧めます。��
4.肥満が長期間ありますと肝障害、大腸癌、乳癌、子宮
癌の定期的検診が必要です。��
5.肥満の度合いが強くなればなるほど整形外科的疾患が増
加します。�
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